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獨
逸
に
於
け
る
B
e
s
t
a
t
i
g
u
n
g
s
s
c
h
r
e
i
b
e
n
(
確
認
書
)
の
問
題
村
田
治
美
も
　
く
　
じ
m
S
サ
E
3
第
.
7
　
草
　
B
e
s
t
a
t
i
g
u
n
g
s
s
c
h
r
e
i
b
e
n
の
概
念
一
、
B
e
s
t
a
t
i
g
u
n
g
の
用
語
二
、
B
e
s
t
a
t
i
g
u
n
g
s
s
c
h
r
e
i
b
e
n
(
確
認
聾
の
軽
貴
及
び
疑
義
(
一
)
　
主
観
的
分
析
の
立
場
(
ニ
)
　
客
観
的
分
析
の
立
場
(
≡
)
　
ま
と
の
≡
,
O
r
d
e
r
k
o
p
i
e
,
B
e
s
t
e
l
l
s
c
h
e
i
n
及
び
S
c
h
l
u
s
s
n
o
t
e
或
は
S
c
h
l
u
s
s
s
c
h
e
i
n
と
の
区
別
(
以
上
本
号
)
四
、
B
e
s
t
a
t
i
g
u
n
g
s
s
c
h
r
e
i
b
e
n
の
機
能
(
以
下
次
号
予
琵
)
夢
二
葦
　
J
B
e
s
t
a
t
i
g
u
n
g
s
s
c
h
r
e
i
b
e
n
云
送
附
に
対
す
る
受
領
者
の
沈
黙
独
逸
に
於
け
る
B
e
s
t
a
t
i
g
u
n
g
s
s
c
h
r
e
i
b
e
n
の
関
越
一
一
七
経
蛍
と
経
済
一
一
入
序
独
逸
で
は
切
っ
m
s
t
m門戸回目向
2crz-vg
が
商
取
引
に
於
て
、
商
人
間
の
慣
行
と
し
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
D
我
国
で
と
れ
と
同
、
一
一
え
は
類
似
の
書
面
が
利
用
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
容
易
に
認
定
し
難
い
が
、
重
要
な
取
引
の
契
約
が
締
結
さ
れ
る
場
合
K
、
一
方
の
当
事
者
が
相
手
方
に
突
付
す
る
所
謂
誓
約
書
の
如
き
は
、
単
に
契
約
証
書
(
託
拠
方
法
)
と
し
て
の
み
な
ら
や
ノ
更
に
具
体
的
事
情
、
当
事
者
の
意
思
に
従
ク
て
他
の
法
的
効
力
を
持
ク
乙
と
も
あ
る
.
だ
ろ
う
。
よ
し
、
我
国
に
出
g
芯【={£民戸E阿ロ凶£m叩川
ω訟切。乙}】
と
し
て
、
異
国
の
慣
習
た
る
出
g
S
5
2ロ回初出。
rgFOHH
を
考
へ
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
臆
益
な
こ
と
で
も
な
'
や
ろ
う
。
第
章
]wg酔町民間山口ロ阿君。}戸円。日
roロ
の
概
念
一、出。
ω
忌
主
的
口
口
町
-53仲
間
仙
台
m
円
。
ロ
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
も
の
合
5
S
5
3
H
さ
れ
る
も
の
)
が
先
づ
存
在
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
フ
リ
1
ヂ
シ
グ
l
ル
は
国
主
笠
宮
口
ね
を
グ
事
実
の
確
定
グ
(
t
t
r
r
E
5
P
E
o
-
-
5ぬ
)
或
は
グ
追
認
(
事
後
の
同
意
)
メ
i
!
?
E
E・
空
包
伺
(
ロ
ロ
各
肯
S
T
Z
N
5
2
5
5
5
5
独
逸
民
法
第
一
八
四
条
第
一
項
l
!と
定
義
し
て
い
る
〈
註
1
1
独
逸
民
法
は
無
効
行
為
の
追
認
・
取
治
し
得
ベ
き
行
為
の
追
認
れ
独
民
法
第
・
一
四
一
条
・
第
一
凶
四
条
)
の
P
追
認
H
に
出
g
$
E
m呂
田
ぬ
の
誌
を
用
い
る
が
、
今
乙
t
A
で
問
題
に
取
上
げ
て
い
る
切
手
誌
52HHぬ
は
、
そ
れ
と
は
呉
る
。
何
故
な
ら
、
無
効
行
為
や
取
治
し
符
ベ
き
行
為
の
追
認
で
あ
れ
ば
民
法
の
当
該
規
定
で
充
分
解
決
が
つ
く
か
ら
、
乙
と
さ
ら
に
商
人
間
の
慣
習
で
あ
る
出
g
葺広門戸
g
m去
の
宮
正
才
ロ
な
る
書
面
に
記
載
し
た
と
こ
ろ
で
、
よ
り
以
上
に
積
極
的
意
義
を
持
ク
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
商
人
間
の
実
際
を
見
て
も
よ
一
一
効
行
為
や
取
治
し
符
ベ
き
行
為
在
、
問
題
に
所
指
図
2
3
t空
E
同
し
て
は
ゐ
泣
い
。
我
民
訟
で
は
逸
独
移
民
法
の
ロ
g
a
t
m
E
Hぬ
と
同
一
の
観
念
を
追
認
と
表
現
し
て
い
る
が
、
上
述
の
理
由
に
よ
り
、
国
S
H
A
H
K
g缶
詰
O
}
月三
vCH
の
そ
れ
は
追
認
と
は
異
る
観
念
で
あ
る
と
考
へ
る
か
ら
、
用
語
の
用
語
上
も
追
認
、
な
る
誌
を
用
引
い
な
い
と
と
に
す
る
口
我
国
、
で
、
出
g
s
t
h
w
E何
回
切
の
}HErs
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
論
文
を
筆
者
は
浅
学
寡
聞
に
じ
て
未
だ
知
る
を
得
注
い
が
、
何
か
の
序
K
諮
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
の
中
に
は
、
或
は
確
認
書
或
は
認
証
書
と
記
さ
れ
て
い
る
(
註
2
1
然
し
認
証
書
と
一
式
へ
ば
民
事
訴
訟
法
上
の
認
証
書
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
の
で
、
私
は
出
S
S口
hhEH民
∞
出
。
τιroロ
を
確
認
書
と
呼
ぶ
と
と
に
す
る
〈
法
律
行
為
の
確
認
と
一
式
う
用
語
と
し
工
は
H遺
言
の
確
認
Hが
あ
る
乙
と
に
注
意
)
。
而
し
て
確
認
書
が
如
何
た
る
機
能
を
持
ち
、
如
何
な
る
法
的
効
力
を
有
す
る
か
は
本
稿
の
ね
ら
引
い
で
あ
り
、
そ
れ
は
以
下
述
べ
る
所
で
自
ら
明
か
K
た
る
で
あ
ろ
う
。
吋
HFO仏
O
E
Y白
戸
山
町
由
回
目
白
戸
同
町
同
出
陣
ロ
ロ
日
明
白
y
o
同
町
田
件
以
丘
mロ
ロ
m
M
M
O
V
R
E
o
n
-
(
]戸市
V
N⑤
)ω
・。.
覚
書
を
紛
失
し
た
L
め
、
詳
か
に
す
る
を
得
な
い
が
或
る
独
逸
民
法
曹
の
鶴
訳
に
は
認
証
書
と
見
え
て
ゐ
、
叉
、
コ
サ
W
/
グ
「
独
過
新
商
法
論
」
中
村
甚
作
訳
に
は
確
認
書
と
見
え
て
い
た
と
記
憶
す
る
。
(註
1
)
(
註
2
)
よ
一
、
出
皇
配
布
5mmaoFErg
バ
確
認
書
)
の
種
類
及
び
定
義
社
会
K
、
生
き
た
慣
習
と
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
も
の
を
二
概
に
定
義
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
そ
乙
で
、
私
は
諸
家
の
説
く
と
と
ろ
を
概
観
し
、
そ
の
上
で
之
を
ま
止
め
で
定
義
づ
け
る
で
あ
ろ
う
口
次
い
で
、
私
の
試
み
と
し
て
、
諸
山
一
訟
の
説
く
と
と
ろ
を
主
観
的
介
析
の
立
場
と
客
観
的
分
析
の
立
場
に
分
ち
考
へ
て
み
た
い
。
私
の
一
試
う
主
観
的
分
析
の
立
場
と
は
、
諸
家
が
確
認
書
と
朴
す
る
書
面
の
記
載
、
表
示
た
る
契
約
内
容
の
外
に
、
当
事
者
の
意
思
を
も
椋
準
に
し
て
確
認
書
を
概
念
付
け
よ
う
と
す
る
立
場
を
一
式
仏
、
又
、
客
観
的
分
析
の
立
場
と
は
、
諸
山
)
訟
が
確
認
卦
一
同
と
朴
す
る
書
面
の
記
載
・
表
示
、
た
る
契
約
内
容
の
か
、
即
日
D
表
示
の
み
主
総
準
に
し
て
確
認
書
を
概
念
付
け
よ
う
と
す
る
立
場
を
云
ム
ロ
(
一
)
主
観
的
分
析
の
立
場
主
観
的
分
析
の
立
場
が
、
独
逸
の
判
例
・
学
説
を
通
じ
て
多
数
説
を
占
め
る
。
私
は
と
の
立
場
の
チ
ャ
γ
ピ
オ
γ
を
ス
テ
ル
シ
(
2
2
5
と
グ
ッ
チ
ッ
エ
(
の
z
g
o
y
o
)
に
求
め
た
い
口
先
づ
ス
テ
ル
シ
(
註
3
)
に
聞
か
う
J
彼
は
云
う
D
「
当
事
者
が
、
口
頭
合
意
は
夏
K
書
面
に
記
載
せ
ら
れ
‘
怠
け
れ
ば
た
ら
な
い
と
約
定
し
、
そ
の
約
定
に
基
い
て
書
面
に
口
頭
合
意
を
記
載
し
た
場
合
、
そ
の
害
面
は
二
様
の
意
義
(
出
。
L
2
5ロ
ぬ
〉
を
有
す
る
。
即
ち
、
@
書
面
の
作
成
・
交
付
は
契
約
の
成
立
要
件
で
あ
る
独
逸
に
於
け
る
f
句
。
同
品
に
m
g
m
M
M
O
V
H
o
p
g
の
問
題
一
一
九
経
営
と
経
済
一
O
乙
と
、
及
び
@
香
西
は
契
約
の
成
立
及
び
内
容
の
証
拠
方
法
で
あ
る
乙
と
、
の
こ
っ
の
意
義
を
持
ク
。
」
と
、
一
般
に
契
約
文
書
の
意
義
を
述
べ
、
・
続
い
て
乙
の
事
理
は
確
認
書
の
場
合
で
も
同
じ
い
。
然
し
、
確
認
舎
の
多
く
は
、
@
の
証
拠
方
法
た
る
の
意
義
を
持
つ
だ
け
で
、
@
の
契
約
成
立
要
作
た
る
意
義
主
持
ジ
も
の
は
少
い
。
即
中
。
ω、
@
双
方
ω意
義
主
持
ク
も
の
は
例
外
的
で
あ
る
。
だ
が
少
数
だ
と
一
式
っ
て
法
理
論
か
ら
逃
避
す
る
の
は
ま
づ
い
ロ
む
し
ろ
我
々
は
例
外
の
場
合
を
と
そ
真
剣
に
論
歩
べ
き
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
締
約
代
理
商
或
は
会
社
代
表
機
関
が
相
手
方
と
口
頭
で
合
意
し
、
契
約
の
内
容
に
付
て
意
見
の
相
違
が
な
い
場
合
で
も
、
向
帰
宅
或
は
帰
社
〈
会
社
へ
帰
還
)
の
後
、
更
に
確
認
書
を
送
附
す
る
と
と
を
約
し
た
た
ら
ば
、
そ
の
笛
保
は
契
約
の
成
立
が
確
認
舎
の
作
成
・
交
付
に
か
L
つ
て
ゐ
る
乙
と
を
意
味
す
る
。
だ
が
、
右
に
述
べ
た
確
認
書
は
先
行
す
る
口
頭
合
意
と
同
一
の
内
容
を
書
面
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
別
に
確
認
書
に
は
、
先
行
す
る
口
頭
会
立
と
具
る
条
項
或
は
新
し
い
条
項
を
合
む
も
の
が
あ
る
」
(
註
4
1
ス
一
プ
ル
シ
は
概
ね
と
の
よ
う
に
説
く
。
彼
に
よ
れ
ば
、
先
行
す
る
合
意
の
内
容
が
書
面
に
記
載
・
表
示
さ
れ
る
と
否
と
に
か
L
わ
ら
や
ノ
、
先
行
の
合
志
の
内
容
と
確
認
書
に
記
載
・
表
示
さ
れ
る
契
約
内
容
と
の
具
同
が
分
析
の
標
準
と
さ
れ
て
い
る
口
だ
か
ら
彼
の
令
析
の
標
準
は
当
事
者
の
意
思
と
書
面
の
表
示
と
の
両
者
で
あ
る
。
彼
は
乙
の
意
味
に
於
て
私
の
所
謂
主
観
的
分
析
の
立
場
に
立
ク
。
と
の
標
準
や
立
場
が
不
当
で
あ
る
と
と
は
、
フ
リ
1
ヂ
ジ
グ
1
ル
の
所
で
明
か
に
し
た
い
ロ
第
こ
に
は
グ
ッ
チ
ッ
エ
(
C
S吋
目
。
口
付
出
合
}
月
)
(
註
5
)
に
尋
ね
よ
う
。
グ
ィ
チ
ヴ
エ
も
ス
テ
ル
シ
と
同
様
に
、
先
行
す
る
口
頭
合
意
と
同
一
の
内
容
を
虫
日
固
化
し
た
確
認
書
を
認
め
た
後
、
と
り
わ
け
問
題
と
な
る
の
は
、
先
行
の
口
頭
合
意
に
附
加
、
補
充
さ
れ
る
、
別
の
条
項
〈
切
乙
吉
国
gm)
を
含
む
確
認
書
だ
と
一
式
う
ロ
説
く
所
、
次
の
よ
う
で
あ
る
(
註
6
)
「
電
話
や
電
報
に
上
る
契
約
の
締
結
の
際
と
か
、
出
張
員
(
L
2
出
色
窓
口
伊
)
(
註
7
)
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
契
約
締
結
の
際
と
か
に
は
、
単
に
取
引
の
目
的
物
や
価
額
に
つ
い
て
だ
け
約
定
さ
れ
る
の
が
通
常
だ
が
、
そ
の
後
に
一
方
の
当
事
者
が
相
手
方
に
対
し
て
、
グ
別
の
条
項
で
は
怠
る
が
契
約
に
必
要
注
条
項
H
H
を
合
む
と
乙
ろ
の
確
認
書
を
送
附
す
る
場
合
が
あ
る
ロ
即
ち
先
行
す
る
契
約
で
は
言
及
し
た
か
っ
た
条
項
を
附
加
し
た
確
認
書
を
送
附
す
る
わ
け
で
あ
る
(
註
8
u
o
当
事
者
の
考
へ
る
と
こ
ろ
で
は
、
先
行
す
る
契
約
が
疑
引
い
も
た
ぐ
確
か
に
成
立
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
‘
更
に
別
の
条
項
が
附
加
ハ
十
補
充
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
右
の
確
認
舎
は
契
約
制
充
の
中
込
た
る
意
義
を
併
有
す
る
口
法
相
し
、
確
認
舎
の
受
領
者
が
確
認
書
に
附
加
・
補
充
さ
が
て
ゐ
る
条
項
を
希
望
し
な
い
‘
な
ら
ば
、
信
義
誠
実
の
原
則
に
従
っ
て
遅
滞
た
く
拒
絶
の
凶
窓
口
を
発
す
る
を
要
す
る
(註
9
1
相
手
方
が
遅
滞
な
く
具
誌
を
述
べ
叉
は
拒
絶
の
回
答
を
す
る
た
ら
ば
、
硲
認
計
百
が
併
有
す
る
申
込
の
意
義
は
夫
は
れ
る
。
確
認
書
に
附
加
・
補
充
さ
れ
た
条
項
が
、
先
行
の
合
意
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
時
は
、
た
と
ひ
相
手
方
が
沈
黙
(
ぎ
口
三
三
三
mg
c
L・∞
c
r
J
2
r
h
g〉
・
し
て
ゐ
よ
う
と
も
、
附
加
・
補
充
さ
れ
た
条
項
は
何
等
の
効
力
を
も
発
生
し
な
い
。
蓋
し
確
認
書
は
既
に
締
結
さ
れ
た
所
諮
先
行
の
契
約
を
強
調
乃
至
補
充
す
る
に
止
り
、
決
し
て
乙
れ
を
変
更
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
価
額
条
項
が
確
認
書
で
変
更
さ
れ
て
ゐ
る
‘
な
ら
ば
雄
認
書
は
と
の
点
に
付
て
効
力
を
持
た
や
ノ
、
確
認
書
の
受
領
者
が
沈
黙
す
る
か
否
か
に
拘
ら
や
ノ
確
認
書
は
始
め
か
ら
、
価
額
条
項
に
つ
い
て
効
力
を
持
た
泣
い
の
で
あ
る
。
」
グ
ッ
チ
ヴ
エ
の
見
解
は
ス
デ
ル
γ
と
同
じ
く
主
観
的
分
析
の
立
場
に
あ
る
が
、
彼
が
契
約
補
充
の
申
込
た
る
意
義
を
持
つ
確
認
書
に
関
し
、
よ
り
詳
細
な
意
見
を
述
べ
て
ゐ
る
点
は
買
は
れ
て
よ
ρ
D
・
お
よ
そ
、
社
会
に
行
は
れ
て
ゐ
る
慣
行
は
、
そ
れ
が
同
一
の
名
称
の
下
に
行
は
れ
て
ゐ
て
も
、
実
体
は
極
え
雑
多
た
乙
と
が
多
い
口
無
造
作
に
、
と
れ
を
纏
め
て
一
ク
の
結
論
を
ヂ
ヴ
チ
・
上
げ
て
も
、
結
論
は
色
と
り
ど
り
で
あ
り
、
意
味
が
な
い
。
然
し
把
握
対
象
が
同
一
時
代
の
特
定
社
会
(
独
逸
商
入
社
会
〉
に
行
は
れ
る
慣
行
で
あ
り
、
他
方
、
犯
握
者
が
商
法
学
者
で
あ
る
た
ら
ぼ
、
把
握
の
結
論
は
或
る
程
度
ま
で
意
味
を
持
ク
。
行
は
れ
て
ゐ
Z
時
代
や
社
会
を
超
越
し
、
或
は
極
え
た
把
握
の
立
場
か
ら
、
把
握
の
た
め
に
綜
合
・
帰
納
が
な
さ
れ
る
た
ら
ぼ
、
そ
の
科
学
性
が
夫
は
れ
意
味
が
怠
く
な
る
口
科
学
性
の
一
世
夫
在
避
け
る
た
め
に
は
、
科
学
的
立
場
を
超
へ
て
、
・
綜
合
・
帰
納
し
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
科
学
的
立
場
を
超
越
し
た
い
乙
と
が
i
右
の
把
握
に
於
け
る
限
界
と
な
る
。
今
、
私
は
独
逸
に
於
け
る
確
認
書
と
云
う
対
象
を
理
解
す
る
の
に
、
独
逸
商
法
学
者
の
眼
鏡
を
通
し
て
眺
め
て
ゐ
る
が
、
前
一
一
一
一
口
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
・
の
‘
眼
鏡
と
云
う
科
学
的
立
場
は
分
け
て
二
つ
に
な
る
口
私
は
一
つ
を
主
観
的
立
場
、
他
を
客
観
的
立
場
と
し
て
諭
歩
を
試
み
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
意
味
に
於
て
、
主
観
的
分
析
の
立
場
と
一
式
う
限
界
内
で
、
ス
デ
ル
γ
と
グ
ッ
チ
ッ
エ
の
分
析
を
綜
合
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
一
式
う
と
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
独
逸
に
於
け
る
回
2
5丘
四
百
四
印
刷
orzgg
の
問
題
経
営
L
L
経
済
一
一
一
主
観
的
立
場
で
は
、
確
認
書
の
記
載
、
表
示
及
び
、
確
認
者
の
京
尽
を
標
準
と
し
て
分
析
が
な
さ
れ
る
口
〈
九
)
先
行
す
る
口
頭
合
志
と
同
一
の
内
苓
を
確
認
し
た
書
面
白
」
と
れ
に
は
、
証
拠
方
法
た
る
の
意
義
だ
け
を
持
つ
椛
認
書
(
通
常
の
多
く
は
、
と
れ
)
と
、
証
拠
方
法
た
る
の
意
義
及
び
、
そ
の
作
成
、
受
付
が
契
約
の
成
立
要
件
た
る
の
立
地
試
を
併
有
す
る
確
認
書
(
場
合
は
少
い
)
と
の
こ
ク
が
合
ま
れ
る
(
註
m)。
〈
h
)
先
行
す
る
口
頭
合
立
に
附
加
・
初
充
さ
れ
る
、
別
の
条
項
を
合
む
市
計
百
口
ス
テ
ル
γ
は
、
先
行
の
合
立
と
呉
る
条
項
を
合
む
確
認
書
を
是
認
す
る
が
、
伎
が
誤
っ
て
ゐ
る
乙
と
は
、
既
に
グ
ヴ
チ
ッ
エ
が
理
由
を
あ
げ
て
道
破
し
て
ゐ
る
ご
と
ぐ
で
あ
る
。
(
上
述
)
先
行
す
る
口
頭
合
意
に
附
加
・
補
充
さ
れ
る
、
別
の
条
項
を
も
合
む
確
認
書
は
(
九
)
の
椛
認
書
と
同
様
の
怠
誌
を
持
ク
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
契
約
制
充
の
申
込
た
る
意
義
を
併
有
す
る
。
〈註
3
)
凸
自
H
H
E
R
E
り
r
r
p
c『
ヨ
山
口
己
M
o
r
s
z
o
p
Eロ
mmmgoy民
z
s
。
丘
四
向
。
げ
品
R
E
P
Z口
問
F
5
0
E
σ
仏
宮
間
宮
内
凶
O
H
m
-
r
p
E
〔
活
留
)
喝
ω
・
5
以
下
(註
4
)
c
a
H
2
2
R
P・p・
c
・
m
-
E
以
下
(註
5
)
C
g品
。
己
moymhHhmorZ40岳山口
E
8
0
門HB
民自門】市町
(
3
0日
)
一
口
良
聞
各
市
は
2
0
g
の
足
ら
な
い
所
を
補
註
し
て
ゐ
る
上
う
に
見
え
る
0
・
依
っ
て
年
代
的
に
は
彼
が
∞
昨
日
ロ
に
先
ん
じ
て
、
院
認
苦
に
付
き
論
じ
て
い
る
が
、
p
o
g
の
次
に
、
伎
を
引
合
に
出
し
た
D
(註
6
)
C
m
O
H向
。
己
加
の
げ
2
p・
m・
c
m
w・
出
以
下
(註
7
)
一
般
に
出
張
員
(
仏
耳
目
色
足
立
内
)
左
は
営
宗
主
の
代
理
人
・
商
業
向
用
人
叉
は
営
業
主
本
人
が
営
業
所
所
在
地
よ
り
陥
れ
た
場
合
を
云
う
D
(註
8
)
別
の
条
唄
で
は
あ
る
が
契
約
に
必
要
な
条
項
の
例
1
1
5
B
E
a
M
0
1
(履
行
場
所
)
N
P
E
g
m区
内
「
(
代
金
支
払
期
限
V
巴
mrgH
〔子
形
の
割
引
料
)
ピ
丘
町
民
江
田
陣
(
履
行
期
限
)
L
W
H
Cぴ
立
与
g
m
(
検
品
)
〉
ロ
川
H
H
1
2
(分
析
)
g仏
含
同
m
E
o
r
g・-
(註
9
)
イ
エ
1
ナ
高
等
裁
判
所
判
決
〔
E
ι
3
5
2
H
E
r
s
Yユ三
g
-
N
E苫
ロ
m
4
3
5
8
F宮
台
。
)
以
来
帝
国
大
容
院
の
判
例
及
び
学
説
の
多
く
は
こ
れ
を
認
め
て
い
る
ロ
(
註
問
)
】
U
，
t
a
g同
E
r
p・
p・
c
・∞
-Mω
・
は
証
拠
方
法
た
る
怠
設
し
か
持
た
な
い
限
認
む
を
否
定
す
る
口
出
2
5
B口
問
EgohmoyJ4町一
m
g
E
m
o
o
r宇
4
巾
H
Z
Z
ニ3
3
w
∞
・
∞
・
も
同
じ
く
否
定
す
る
口
市
後
述
D
(
一
'
一
)
客
観
的
分
析
の
立
場
次
に
客
観
的
分
析
の
立
場
へ
移
ろ
う
ロ
乙
の
立
場
は
一
九
一
ニ
0
年
代
に
入
ク
て
有
力
と
な
ク
た
口
乙
ふ
で
は
、
フ
リ
1
Jア
ン
ダ
ー
ル
〔
註
H
)
を
登
場
せ
し
め
、
先
づ
彼
が
何
故
、
主
観
的
立
場
左
捨
て
、
客
観
的
立
場
に
立
ク
か
を
聞
き
、
次
い
で
彼
自
身
の
客
観
的
分
析
を
民
問
せ
し
め
よ
う
。
プ
リ
1
ヂ
γ
グ
1
ル
に
よ
る
と
、
若
し
主
観
的
分
析
の
立
場
に
立
ク
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
と
云
う
。
(
a
〉
‘
当
主
者
聞
に
合
意
(J12czrhpHdロ
民
)
が
先
在
し
、
そ
の
内
容
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
書
面
で
以
て
確
認
す
る
書
面
。
(
b
v
先
花
す
る
商
議
つ
♂
己
EHHLHE長
)
(
註
ロ
〉
に
於
て
、
取
引
を
規
整
す
る
に
必
要
な
総
て
の
点
に
ク
い
て
は
明
示
的
に
合
立
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
確
認
書
が
作
成
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
う
ち
、
明
示
的
に
合
意
が
あ
る
部
分
に
ク
い
て
は
(
a
)
と
同
じ
く
、
そ
の
内
芥
を
確
認
す
る
寺
田
で
あ
る
が
明
示
的
に
合
立
が
な
い
部
分
に
ク
い
て
は
合
意
を
柏
充
(
出
門
的
自
5
5
5
す
る
意
義
を
持
ク
、
合
立
制
充
の
中
込
在
、
な
す
に
用
引
い
る
書
面
と
一
式
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(
れ
し
)
拘
京
力
な
さ
前
議
l
!
?
H
2
2・
r
E
L
F
F
〈
2
E
E
E
H
H山
)
(
そ
の
結
果
た
る
意
思
合
致
は
取
引
を
規
整
す
る
に
必
要
注
総
て
の
点
に
ク
き
存
在
す
る
が
、
そ
の
意
思
合
致
は
未
だ
当
事
者
を
拘
束
す
る
効
力
を
持
た
た
い
。
註
の
お
で
一
式
う
商
誌
と
旦
〈
る
乙
と
に
注
意
。
契
約
締
結
の
た
め
の
手
続
と
し
て
の
グ
話
合
い
J
と
で
も
訳
す
べ
き
か
?
)
l
iが
先
存
し
、
そ
の
結
果
た
る
合
致
意
思
の
内
容
に
従
ク
て
契
約
を
締
結
す
る
に
周
う
る
書
面
。
締
約
代
理
権
な
き
一
方
又
は
双
方
の
側
が
、
予
め
拘
束
力
伝
き
商
議
(
話
合
い
)
を
な
し
、
後
に
契
約
締
結
権
又
は
締
約
代
理
格
あ
る
双
方
当
事
者
間
で
契
約
を
締
結
す
る
に
用
う
る
書
面
が
そ
の
例
で
あ
る
。
フ
リ
1
Jア
ジ
グ
l
ル
は
こ
の
よ
う
に
一
式
ム
。
と
L
で
私
は
具
論
を
さ
し
は
さ
む
日
拘
束
力
伝
き
市
誌
は
契
約
締
結
の
た
め
の
手
続
で
あ
る
。
乙
の
場
合
、
形
式
的
な
手
続
K
意
味
は
な
い
か
ら
手
続
を
確
認
す
る
と
云
ふ
乙
と
は
あ
り
符
た
い
口
又
手
続
の
結
果
意
思
の
合
致
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
乙
れ
は
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
合
致
立
忠
だ
か
ら
、
未
だ
契
約
と
見
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
従
ク
て
合
致
意
思
を
確
認
す
る
と
云
ふ
と
と
は
た
い
。
た
ど
取
引
の
促
宜
上
、
予
め
準
的
し
た
合
致
意
思
を
合
容
と
し
て
契
約
を
締
結
す
る
だ
け
の
乙
と
で
あ
る
。
後
者
は
契
約
の
締
結
で
あ
り
確
認
と
呼
ば
れ
Z
筋
合
の
も
の
で
は
な
い
口
即
ち
法
的
拘
束
力
た
き
前
誌
を
椛
認
す
る
乙
と
は
ナ
シ
セ
シ
ス
で
あ
る
。
総
認
の
対
象
と
な
り
政
治
に
於
け
る
H
K
Mおに…
mロ
m
g
O
E
O
-
z
p
の
問
山
一
一一
経
営
と
経
済
一
一
一
四
ラ
る
の
は
、
法
的
効
力
を
有
す
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。
論
者
或
は
、
拘
束
力
な
き
商
議
の
内
容
に
従
ク
て
事
実
上
、
書
面
が
作
成
さ
れ
る
乙
と
を
以
て
法
的
拘
束
力
た
り
と
攻
撃
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
、
当
事
者
に
は
拘
束
力
な
き
商
議
の
内
容
ど
訟
り
に
書
面
を
作
成
す
る
法
上
の
義
務
は
な
く
、
事
実
上
、
予
め
準
備
し
た
合
致
意
思
を
基
準
に
し
て
契
約
を
締
結
す
と
の
が
取
引
上
便
宜
で
あ
Z
か
ら
乙
れ
を
守
る
だ
け
で
あ
る
。
フ
リ
l
デ
Y
グ
1
ル
は
乙
の
磁
の
菩
面
を
も
確
認
者
の
範
院
に
入
れ
る
が
、
そ
と
で
は
法
的
に
確
認
の
対
朱
と
な
る
も
の
は
何
も
な
い
口
私
は
、
乙
の
種
の
香
西
を
確
認
書
の
範
時
に
入
れ
る
と
と
に
反
対
す
る
。
主
観
的
立
場
で
は
あ
る
が
ス
テ
ル
シ
や
グ
ッ
チ
ヲ
エ
、
叉
、
客
観
的
立
場
で
は
ク
ラ
ウ
ゼ
等
が
と
の
程
の
書
面
を
問
題
K
取
上
げ
て
い
喝
な
い
理
由
は
乙
t
A
に
あ
る
の
だ
ら
う
。
斯
く
し
て
、
乙
の
程
の
書
面
は
、
申
込
或
は
承
諾
或
は
そ
の
双
方
が
書
面
を
以
て
注
さ
れ
る
と
云
う
意
義
を
持
つ
に
止
る
だ
け
で
、
そ
れ
は
全
く
次
の
(
a
)
の
書
面
と
選
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
o
'
一
(
d
)
一
方
の
当
事
者
が
相
手
方
に
対
し
申
込
を
な
す
に
用
う
る
書
面
(
乙
の
確
認
は
k
r
E
E民
訴
す
泣
き
笹
口
品
。
L
K
〆
口
問
。
r
c
H
L
湾
岸
we
tmgぬ
)
及
び
相
手
方
の
申
込
に
対
し
承
諾
を
た
す
に
用
う
る
書
面
。
(
乙
の
確
認
は
k
g
H
E
E
L》
2
5
F
G
Z
H
H句
)
と
の
〈
d
)
の
書
面
で
・
は
確
認
の
対
象
と
な
り
う
る
も
の
は
存
在
し
友
い
。
(
c
)
の
書
両
で
は
確
認
の
対
象
広
は
怠
り
符
な
い
が
、
拘
束
力
な
き
商
誌
が
存
在
す
る
、
(
d
)
の
書
面
で
は
拘
束
力
た
き
商
議
す
ら
存
荘
し
た
い
口
然
し
乙
の
〈
d
)
の
書
面
が
申
込
或
は
承
諾
の
意
義
の
み
を
有
す
る
点
に
於
て
、
先
に
も
述
べ
た
如
く
〈
C
)
の
書
面
を
包
含
す
る
と
見
て
よ
い
口
(
C
)
・
(
d
)
の
書
面
(
ま
と
め
て
(
d
)
の
書
面
と
呼
ぼ
う
)
は
確
認
す
る
対
象
を
持
た
な
い
か
ら
確
認
書
の
範
的
に
お
.
し
な
い
(
註
日
)
。
フ
リ
1
ヂ
Y
グ
1
ル
が
、
℃
れ
を
確
認
申
一
一
日
と
見
る
の
は
不
当
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
彼
は
主
観
的
分
析
の
立
場
を
攻
撃
す
る
た
め
に
、
攻
撃
の
順
序
と
し
て
先
づ
主
観
的
立
場
を
綜
合
、
要
約
し
て
、
彼
独
特
の
主
観
的
分
析
を
仮
に
想
定
す
る
が
、
誤
ク
た
想
定
の
た
め
、
却
ク
て
揚
げ
足
を
と
ら
れ
る
虞
が
あ
F
る
。
フ
リ
1
ヂ
シ
グ
1
ル
の
た
め
に
惜
し
い
。
で
も
、
彼
が
主
観
的
立
場
に
対
し
て
示
す
攻
撃
力
は
き
び
し
い
。
彼
の
攻
撃
を
要
約
す
れ
ば
、
乙
う
で
あ
る
。
「
先
行
す
る
合
意
乃
至
商
議
を
確
認
す
る
者
間
た
る
〈
日
)
・
(
b
ν
・
(
f
)
に
於
て
、
確
認
者
は
、
(
a
)
の
場
合
に
は
完
全
な
る
合
意
が
先
在
す
る
と
意
識
し
、
(
b
)
の
場
合
に
は
不
完
全
な
る
合
意
(
商
議
)
が
先
在
す
る
の
で
乙
れ
を
柏
充
し
よ
う
と
窓
識
し
、
(
0
)
の
場
合
に
は
拘
束
力
た
き
商
議
が
存
在
す
る
と
意
識
す
る
。
確
認
者
は
、
そ
の
よ
う
な
自
己
の
主
観
に
基
い
て
(
そ
の
主
観
は
確
認
書
に
記
載
・
表
示
さ
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
記
載
、
表
示
さ
れ
た
い
場
合
も
あ
る
。
)
確
認
蓄
を
作
成
す
る
。
指
し
、
確
認
舎
に
、
彼
の
主
観
が
記
載
、
表
示
さ
れ
・
-A
ば
格
別
、
記
載
、
表
示
さ
れ
た
い
場
合
に
は
、
先
行
す
る
合
意
乃
至
商
議
と
確
認
書
記
載
の
契
約
内
容
の
具
同
は
、
記
載
、
表
示
と
云
う
客
観
的
標
準
の
み
な
ら
や
J
、
そ
れ
以
外
に
、
確
認
者
の
主
観
を
も
椋
準
に
し
て
之
を
判
断
す
る
わ
け
で
あ
る
口
そ
も
/
¥
乙
れ
が
主
観
的
分
析
の
立
場
で
あ
る
。
初
然
し
確
認
者
自
身
で
も
、
(
a
)
川
(
b
)
・
(
C
)
何
れ
に
属
す
る
確
認
書
を
作
成
す
る
の
で
あ
る
か
不
明
の
乙
と
が
稀
で
な
く
司
又
双
方
当
事
者
の
間
で
何
れ
に
属
す
る
か
に
ク
き
意
見
を
具
に
す
る
場
合
も
あ
ろ
う
口
甚
し
く
ば
、
確
認
者
が
何
れ
に
属
す
る
か
に
ク
き
意
識
す
ら
持
た
な
い
場
合
も
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
た
場
合
に
、
果
し
て
確
認
書
に
、
或
は
表
示
さ
れ
た
い
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
確
認
者
の
主
観
を
も
桜
準
に
し
て
、
乙
れ
を
分
析
す
る
乙
と
は
妥
当
で
あ
る
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
主
観
的
分
析
の
立
場
は
肯
定
さ
れ
て
工
い
だ
ろ
う
か
ロ
惟
う
に
(
註
日
)
、
確
認
書
が
利
用
さ
れ
る
趣
旨
は
契
約
に
関
す
る
他
の
諸
種
の
文
書
と
大
差
あ
る
ま
い
。
だ
と
す
る
た
ら
ば
、
確
認
書
も
他
と
同
様
に
、
取
引
の
確
実
・
安
全
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
も
の
と
云
へ
ょ
う
。
故
に
第
一
に
、
わ
ざ
f
¥
硲
認
書
を
作
成
、
利
用
す
る
以
上
、
当
事
者
の
意
思
は
、
す
べ
て
そ
の
書
面
に
記
載
・
表
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
白
第
二
に
、
確
認
書
の
記
載
・
表
示
だ
け
で
、
①
先
行
す
る
合
意
乃
至
商
議
の
存
在
、
①
先
行
す
る
合
意
乃
至
商
議
の
完
全
性
或
は
不
完
全
性
、
①
先
行
す
る
商
設
に
拘
束
力
た
く
単
に
そ
れ
と
同
一
内
家
の
確
認
書
で
あ
る
乙
と
、
以
上
①
①
①
が
判
明
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
乙
の
①
①
の
要
件
を
欠
い
た
た
ら
ば
、
取
引
の
確
実
・
安
全
を
期
待
す
る
乙
と
が
出
来
た
く
た
る
口
主
観
的
分
析
の
立
場
は
取
引
の
確
実
、
安
全
の
点
で
、
合
目
的
え
で
な
い
o
」
F
〆
，
主
観
的
介
析
に
対
す
る
彼
の
非
難
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
フ
リ
1
ヂ
γ
グ
1
ル
が
(
C
)
や
(
d
)
の
書
面
を
も
確
認
書
と
し
た
乙
と
、
従
ク
て
(
C
)
で
拘
束
力
た
き
商
議
に
ク
い
て
も
書
面
に
記
載
・
表
示
せ
ら
れ
な
い
確
認
者
の
主
観
を
云
唱
え
し
て
い
る
乙
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
確
か
に
彼
の
誤
謬
で
あ
る
。
然
し
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
歩
、
彼
の
主
観
的
立
場
に
対
す
る
攻
撃
は
正
鵠
を
待
て
い
る
口
主
観
的
分
析
の
立
場
は
フ
リ
1
ヂ
シ
グ
1
ル
に
よ
り
致
命
傷
を
与
へ
ら
れ
た
。
h
さ
て
、
彼
は
乙
の
よ
う
に
し
て
主
観
的
分
析
の
立
場
を
論
破
し
た
後
、
彼
自
身
の
客
観
的
分
析
に
這
入
ク
て
行
く
ロ
(
a
)
契
約
が
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
書
面
。
乙
れ
で
は
①
契
約
締
結
の
事
実
、
@
契
約
内
容
の
ニ
ク
が
確
認
さ
れ
独
逸
に
於
け
る
回
g
s
Z
5
2
2
Z丘
σ
g
の
問
題
一
一
一
五
経
営
と
経
済
一
一
一
六
!
て
い
る
(
註
M
)
。
(
b
)
契
約
申
込
た
る
椛
認
書
(
註
口
)
及
び
承
認
た
る
確
認
書
(
註
四
)
。
即
ち
中
込
又
は
承
諾
が
確
認
書
で
以
て
す
一
日
百
行
為
と
し
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
、
書
面
即
ち
中
込
又
は
承
諾
の
関
係
が
あ
る
書
面
白
(
b
)
の
椛
認
書
が
実
は
確
認
書
の
範
的
に
入
ら
な
い
こ
と
は
、
伎
の
想
定
し
た
主
観
的
分
析
の
(
d
〉
の
所
で
述
べ
た
と
ほ
り
寸
あ
る
。
だ
か
ら
私
は
乙
L
で
も
(
b
)
の
確
認
書
在
確
認
主
と
し
て
は
否
定
す
る
。
旬
、
若
干
附
一
一
一
目
し
て
フ
リ
l
デ
シ
グ
1
ル
を
批
判
し
て
泣
か
う
。
先
づ
、
伎
に
上
れ
ば
、
彼
の
主
観
的
分
析
の
(
b
u
、
即
ち
グ
拘
束
力
な
さ
市
議
が
先
在
し
そ
の
内
容
に
従
ク
て
契
約
を
な
す
に
周
う
る
確
認
書
H
H
が
、
客
観
的
八
五
析
の
(
b
)
に
吸
収
さ
る
べ
き
だ
と
考
へ
ら
れ
て
い
る
(
但
し
、
先
行
す
る
抱
束
力
な
さ
同
誌
の
存
在
及
び
内
容
が
確
認
苦
に
記
設
・
去
一
不
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
斯
く
一
式
い
符
た
い
と
と
勿
論
で
あ
る
(
詰
切
)
D
私
は
既
に
一
一
一
目
し
た
よ
う
に
彼
の
客
観
的
分
析
の
(
b
)
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
仮
に
と
れ
を
是
認
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
(
b
)
が
主
観
的
分
析
の
(
C
)
を
包
含
す
る
と
考
へ
る
彼
の
理
論
は
肯
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
の
何
と
た
れ
ば
前
一
一
一
日
を
繰
返
す
だ
け
で
あ
る
が
、
法
的
拘
束
力
な
き
商
誌
は
法
律
的
な
確
認
の
対
ゑ
た
り
相
代
子
、
(
C
)
は
平
に
申
込
又
は
承
諾
た
る
の
立
美
し
か
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
中
込
及
び
承
諾
の
双
方
た
る
の
立
設
を
持
つ
(
C
)
は
客
観
的
分
析
の
(
b
)
に
該
当
せ
ナ
、
通
常
の
書
面
契
約
の
苦
而
と
一
氏
は
ね
ば
な
ち
た
い
。
苦
し
確
認
書
は
、
当
事
者
の
一
方
が
作
成
し
、
他
に
交
付
す
る
も
の
で
あ
ク
て
、
.
両
当
事
者
が
一
ク
の
者
間
の
上
に
、
記
故
・
署
名
す
る
香
西
は
椛
認
主
と
し
て
、
そ
の
送
附
に
対
す
る
沈
黙
(
乙
れ
が
確
認
舎
の
問
題
の
ポ
イ
Y
T
)
を
、
云
々
す
る
必
要
か
ら
で
あ
る
。
，
第
二
に
、
フ
リ
1
ヂ
シ
グ
1
ル
(
註
却
)
は
、
客
観
的
分
析
の
(
a
)
に
、
グ
先
行
す
る
商
誌
を
確
認
し
旦
ク
補
充
す
る
書
面
た
る
確
認
書
H
H
(
侠
の
主
観
的
分
析
の
(
b
)
)
を
合
去
せ
ヂ
、
却
ク
て
客
観
的
分
析
の
(
b
)
に
合
ま
せ
て
い
る
。
彼
は
一
式
う
。
「
グ
同
誌
に
が
、
て
契
約
の
要
部
(
同
時
三
日
比
古
E
r
)
に
付
て
は
合
立
が
あ
ク
た
が
、
傍
部
〈
河
合
T
A
N
U
E
H
r
G
に
付
て
は
合
立
が
な
か
ク
た
場
合
の
確
認
書
グ
は
H
H
中
込
又
は
承
諾
た
る
確
認
書
グ
に
広
す
る
」
と
。
彼
の
所
前
市
文
部
と
は
そ
の
一
ク
を
欠
ぐ
も
契
約
が
成
立
し
な
い
部
分
を
一
足
ひ
、
傍
部
と
は
契
約
の
成
立
に
は
関
係
が
な
い
部
分
を
云
う
。
だ
か
ら
と
の
確
認
書
は
、
要
部
に
付
て
は
、
契
約
が
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
と
と
を
確
認
す
る
確
認
書
グ
(
容
観
的
分
析
の
《
a
)
)
の
意
義
を
有
し
、
他
方
傍
部
に
付
て
、
は
グ
申
込
又
は
承
諾
た
る
確
認
書
H
H
の
意
義
を
有
す
る
。
フ
リ
1
J
T
Y‘グ
1
ル
に
於
て
は
、
要
部
だ
ろ
う
が
、
傍
部
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
付
て
、
い
や
し
く
も
グ
申
込
又
は
承
諾
た
る
確
認
書
H
H
の
意
義
が
存
在
す
る
限
り
、
す
べ
て
は
グ
中
込
又
は
承
諾
た
る
確
認
書
H
H
と
観
念
さ
れ
て
い
る
。
私
は
と
れ
に
も
反
対
す
る
。
商
誌
に
於
て
要
部
に
ク
き
合
意
が
た
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
で
以
て
契
約
は
成
立
す
る
。
即
ち
傍
部
に
つ
き
合
立
が
た
く
て
も
契
約
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
口
若
し
傍
部
に
ク
い
て
の
合
意
が
、
契
約
成
立
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
、
実
際
取
引
界
に
行
は
れ
る
犬
部
分
の
商
誌
は
未
だ
契
約
で
は
ゑ
い
と
と
に
た
る
D
l
そ
れ
で
は
確
認
書
が
作
成
、
受
付
さ
れ
る
迄
に
、
市
誌
が
勝
手
に
破
棄
さ
れ
た
り
、
守
ら
れ
た
く
な
っ
た
り
し
て
も
、
損
害
を
受
け
た
当
事
者
は
契
約
違
反
の
責
任
を
追
求
す
る
方
途
が
な
い
。
だ
か
ら
要
部
に
づ
き
合
立
が
た
さ
れ
た
た
ら
ば
、
傍
部
に
つ
き
合
意
が
有
る
か
否
か
に
か
L
わ
ら
や
契
約
が
成
立
す
る
と
考
へ
る
/
'
 
の
が
妥
当
で
あ
る
ロ
然
ら
ば
、
既
に
契
約
が
成
立
し
て
い
る
の
に
(
要
部
に
ク
き
合
意
が
あ
っ
た
場
合
)
一
史
に
同
一
の
契
約
の
た
め
に
、
巾
込
・
承
諾
が
行
は
れ
る
と
観
念
す
る
の
は
蛇
足
で
あ
る
ば
か
り
で
左
く
有
害
で
あ
る
。
だ
か
ら
傍
部
に
つ
い
て
の
中
込
又
は
承
諾
は
契
約
成
立
の
た
め
の
グ
通
常
の
申
込
又
は
承
諾
グ
と
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
契
約
補
充
の
た
め
の
グ
特
別
の
中
込
又
は
承
諾
d
と
見
る
べ
き
で
あ
る
口
ご
の
理
由
か
ら
し
て
、
私
は
フ
リ
1
ヂ
シ
グ
1
ル
と
は
逆
に
H
H
先
行
す
る
商
議
在
確
認
し
旦
ク
柏
充
す
る
傑
認
書
d
は
客
観
的
八
万
析
の
〈
礼
)
に
吸
牧
さ
る
べ
き
だ
と
併
す
る
(
註
泊
三
ζ
の
よ
う
に
解
す
る
と
客
観
的
分
析
の
(
札
)
た
る
硲
認
書
は
、
確
認
書
本
来
の
立
誌
と
、
契
約
術
充
の
中
込
又
は
承
諾
た
る
立
義
を
持
ク
場
合
が
あ
り
、
本
来
の
意
義
の
外
に
不
純
物
を
合
む
乙
と
に
な
る
。
廷
に
や
む
を
得
た
い
不
純
物
で
あ
る
口
(詰
H
)
司
段
。
g
p
p
r
p
P
・
O
-
F
。
・
以
下
(
註
ロ
)
3
M
a
g
F向
日
は
ぐ
0
2
5
Eさ
お
を
契
約
成
立
の
た
め
、
(
必
史
且
つ
充
分
な
る
)
、
総
て
の
点
に
つ
い
て
、
当
持
者
向
に
意
思
の
合
致
が
あ
る
均
合
に
使
い
、
ぐ
凸
H
V
P
E
E
g
m
を
、
そ
の
総
て
の
点
に
つ
い
て
は
、
な
思
合
設
が
な
く
、
或
る
点
に
つ
い
て
誌
忠
の
合
致
を
欠
く
場
合
に
使
う
口
私
以
前
者
を
合
誌
、
後
者
を
商
哉
と
訳
し
て
お
く
、
但
し
、
己
目
色
8
5己
は
ぐ
2
E
E
Z兵
そ
契
約
締
結
の
た
め
の
ゲ
話
合
い
ん
と
か
協
議
と
か
の
意
味
に
も
使
っ
て
い
る
口
氏
口
個
所
で
夫
々
区
別
す
る
外
な
ぃ
。
街
、
商
議
と
拘
束
力
な
き
商
識
と
の
区
別
は
本
文
(
C
)
を
参
照
。
一一一七
独
迦
に
於
け
る
国
g
G江
田
gmMMO育
忠
σ
g
の
問
忠
経
蛍
と
経
済
一
一
一
入
(
註
日
)
民
2
5
2
p
m・
o・∞・
5
・
以
下
で
ゲ
若
し
活
か
以
前
に
な
さ
れ
た
商
議
と
か
、
既
に
取
泊
さ
れ
た
商
議
と
か
に
基
い
て
作
成
さ
れ
る
確
認
書
は
、
確
認
書
本
来
の
効
力
を
発
生
す
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
通
常
行
は
れ
る
契
約
の
申
込
巳
す
ぎ
な
い
々
と
し
て
(
D
)
の
確
認
書
を
否
定
し
、
問
題
と
し
て
取
上
げ
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
。
m
Z
5・円。
g
一mon
〉ロ
F
N
Z
ω
ω
吋
N
〉ロョ・
ω∞閉山・∞
S
も
同
様
。
(註
M
)
町
立
a
g
p
n
d
p
p
c・
m・
5
1
ロ
(
註
日
)
以
下
、
主
観
的
立
場
を
排
斥
す
る
第
二
の
理
由
に
入
る
の
だ
が
、
以
下
で
は
司
ユ
a
g
p
p
H
自
身
が
説
く
と
こ
ろ
だ
け
で
は
不
充
分
な
の
で
、
私
見
を
加
味
し
て
い
る
ロ
故
に
第
二
の
理
由
に
し
て
誤
り
あ
ら
ば
筆
者
の
責
任
で
あ
る
ロ
(註
M
m
)
4
3
-
o円凶
g
p
n
r
p
-
P
0・
ω・
ロ
以
下
殆
ん
ど
。
.
・
1
(
註
口
)
吋
同
町
内
仏
g
p
p
H
H
由
-
p
c・
m
-
h品
二
陶
酔
・
巴
宮
町
内
田
昨
日
-
m
E
m出回
or見
守
g
m
U
ぐ
oユ
E
明
言
問
。
σ0岬・
(
註
時
)
吋
H
-
a
g
p汗回一
-
p・
c
・∞
-
h
F
。
・
切
印
・
ロ
g
切
2
5
-
m
g
m訟の
V
Z
F
g
包
M
K
M
ロロ各
5
0
0
5
2
寸
。
氏
自
問
問
自
問
内
fog-
(
註
"
)
町
同
町
E
g
p
p
r
p
P
0・
ω・
会
g
a
m
-
怠
に
明
一
一
目
す
る
。
(
註
却
)
E
-
o
a
g
p
n
H
H
P
H
H・
C
・
m
・
怠
ロ
ロ
仏
∞
・
怠
'
，
(
註
幻
)
こ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
確
認
書
が
同
時
に
契
約
補
充
の
申
込
た
る
意
義
を
弥
つ
場
合
、
こ
の
補
充
的
申
込
に
対
し
て
限
認
晋
受
領
者
が
沈
黙
す
る
時
は
、
承
諾
と
み
な
す
こ
と
に
な
る
口
詳
細
は
後
述
ロ
然
し
日
目
。
宏
E
E
H
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
右
の
補
充
的
申
込
も
通
常
の
申
込
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
所
謂
確
認
書
の
受
領
者
が
沈
黙
し
て
ゐ
て
も
、
沈
黙
は
承
諾
と
は
見
倣
さ
れ
な
い
口
(
三
)
以
上
、
主
観
的
分
析
か
ら
客
観
的
介
析
へ
と
、
各
代
表
者
の
見
解
を
尋
ね
つ
t
A
論
歩
を
進
め
た
が
、
結
局
す
る
と
乙
ろ
客
観
的
分
析
が
正
当
で
あ
り
、
而
か
も
確
認
者
た
る
の
名
実
が
兼
ね
備
は
っ
て
い
る
の
は
グ
契
約
が
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
と
と
を
確
認
す
る
書
面
d
だ
け
で
あ
る
。
た
ど
注
意
を
要
す
る
の
は
、
乙
の
確
認
書
の
中
に
は
グ
契
約
を
確
認
し
且
つ
補
充
す
る
確
認
書
H
が
含
ま
れ
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
三
、
。
Lq}813}wgHo--aoFZ
及
び
∞
。
]
回
目
白
∞
∞
ロ
C
5
戎
は
FE5mmo}百
円
ロ
と
の
区
別
前
項
に
於
て
は
、
確
認
書
の
定
義
を
試
み
た
。
問
題
と
正
面
か
ら
取
組
む
だ
け
で
は
対
象
の
概
念
を
明
か
に
す
る
と
と
が
六
ケ
致
い
。
裏
か
ら
も
見
て
行
き
た
い
。
と
の
よ
う
な
意
味
で
本
項
は
確
認
書
が
如
何
に
他
と
区
別
さ
る
べ
き
か
を
考
へ
る
己
主
を
目
的
と
す
る
白
(
註
泊
)
(一
)
φ
三
2roH}円
。
と
の
区
別
口
(
註
弘
)
出
張
員
(
L
2
出
ふ
さ
H《
}
C
前
掲
註
の
説
明
参
照
)
は
取
引
先
た
る
相
手
方
と
口
頭
契
約
を
締
結
し
た
後
、
乙
れ
を
営
業
主
に
書
面
で
報
告
す
る
。
φ
三
2HSH}一c
と
は
乙
の
報
告
書
で
あ
る
。
営
業
主
は
φ
三
zrcH)芯
に
基
い
て
契
約
の
履
行
を
注
す
。
。
三
2
・F
0
1
0
は
出
張
員
と
営
業
主
と
の
間
で
法
的
効
力
を
持
ク
が
、
営
業
主
た
る
売
主
(
以
下
単
に
売
主
と
呼
ぶ
)
と
買
主
と
の
関
係
に
付
て
は
口
頭
契
約
が
基
準
と
な
る
。
然
し
一
般
的
に
は
φ
E
Z
W
S号
に
表
示
さ
れ
て
ゐ
る
報
告
内
容
を
買
主
に
知
ら
せ
て
ゐ
る
。
買
主
は
受
領
し
た
φ
三
z
r
c句…
ο
に
よ
っ
て
、
締
結
さ
れ
た
契
約
が
正
確
に
書
面
化
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
確
め
る
と
と
が
出
来
、
更
に
は
契
約
に
関
す
る
証
拠
方
法
と
す
る
と
と
も
出
来
る
。
故
に
C
三
3
・roH)ぽ
は
売
主
が
買
主
に
対
し
て
注
す
意
思
表
示
で
は
た
く
、
単
に
証
拠
方
法
た
る
に
す
ぎ
た
い
。
証
拠
方
法
と
し
で
第
一
次
的
に
は
出
張
員
・
営
業
主
の
内
部
関
係
を
明
に
し
、
第
二
次
的
に
、
買
主
の
た
め
に
役
立
ク
。
。
三
2
・r
c勺
{C
は
グ
契
約
内
容
を
主
日
固
化
す
る
点
H
及
び
グ
契
約
内
容
を
書
面
で
確
定
す
る
古
川
H
に
於
て
確
認
書
と
同
様
で
あ
る
。
然
し
、
確
認
書
に
於
て
は
、
主
日
固
化
さ
れ
た
も
の
は
確
定
不
動
で
あ
る
が
、
C
E引
】
}
向
。
】
)
一
。
で
は
反
誌
を
挙
げ
て
寝
さ
れ
う
る
。
(
註
お
)
次
に
φ
三
2
・
}
向
。
匂
宮
は
小
額
取
引
に
用
い
も
れ
る
関
係
上
、
契
約
の
要
部
だ
け
を
書
面
化
す
る
に
止
る
と
と
屡
え
で
あ
る
が
確
認
書
で
は
傍
部
に
至
る
ま
で
書
面
化
さ
れ
る
。
(
二
)
出
2
2ロ
2
7
E
と
の
区
別
(
註
お
)
買
主
が
作
成
し
、
乙
れ
を
以
て
売
主
に
契
約
の
申
込
を
す
る
。
だ
か
ら
出
cEc--切
だ
}
三
ロ
は
単
に
証
拠
方
法
た
る
に
止
ら
宇
、
申
込
た
る
意
思
表
示
で
も
あ
る
ロ
だ
か
ら
フ
リ
1
デ
シ
グ
1
ル
の
所
謂
H
契
約
申
込
た
る
確
認
書
H
は
実
は
、
乙
の
国
S
Zロ
2
7
E
の
と
と
で
お
る
。
た
ど
国
cm守
口
m
c
F
E
は
承
諾
た
る
意
思
表
示
で
な
い
か
ら
H
承
諾
た
る
確
認
書
H
は
ロ
c
u
r
-
-
2
7
E
で
伝
い
。
出
cu件
C
F
C
}
E
H
H
は
意
表
示
で
あ
る
点
で
確
認
書
と
旦
(
る
。
確
認
書
は
先
行
の
契
約
を
確
認
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
独
迩
に
於
け
る
閃
g
S丘
四
g
m
m
M
O
Z
E宮
g
の
問
題
一
二
九
経
嘗
と
経
済
一
三
O
意
思
表
示
で
な
い
。
但
し
1
前
述
の
工
ろ
に
、
確
認
書
が
不
純
物
を
含
む
場
合
即
ち
グ
契
約
補
充
の
申
込
シ
た
る
意
義
を
持
ク
場
合
に
は
、
例
外
的
に
意
思
表
示
性
を
も
併
有
す
る
。
然
し
確
認
書
で
補
充
的
意
思
表
示
が
注
さ
れ
て
ゐ
る
時
、
確
認
書
の
受
領
者
が
乙
れ
に
対
し
て
異
議
を
述
べ
や
沈
黙
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
そ
の
洗
黙
は
承
諾
と
見
倣
さ
れ
る
。
然
し
出
2
守
-
r
c
y
i
H
H
に
於
て
は
、
か
t
A
る
泌
黙
は
承
諾
と
見
倣
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。
(
尚
、
後
述
す
る
)
次
に
ロ
g
Z
]
2
F
E
は
買
主
の
み
が
作
成
、
交
附
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
確
認
書
は
当
事
者
双
方
の
何
れ
で
も
作
成
、
交
附
で
き
る
点
で
具
る
。
結
合
一
)
担
。
E
5言
。
r
。
L
2
m
w
c
r
-
5
2
(止
の
山
口
と
の
区
別
(
註
幻
)
乙
の
両
書
は
何
れ
も
同
一
の
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
0
・
た
ど
名
称
の
相
主
に
す
ぎ
か
仏
い
。
商
業
仲
立
人
(
同
g
L
L
E
M
b
E
2
)
が
之
を
作
成
、
交
付
す
る
。
仲
立
人
の
媒
介
に
よ
ク
て
成
立
す
る
行
為
の
成
立
要
件
で
は
な
く
、
証
拠
方
法
で
あ
る
。
F
E
5
2
E
E
え
の
吋
a
r
E虫
色
百
一
口
に
付
て
は
、
日
本
に
も
特
約
書
(
締
約
書
、
契
約
書
、
仕
切
書
と
も
呼
ば
れ
て
ゐ
る
)
が
存
在
す
る
の
で
、
乙
1
A
で
は
詳
述
を
さ
け
る
。
(
日
本
商
法
第
五
四
六
条
)
誓
己
戸
5
5
5
え
2
3
0
Z
5
2
c
z
g
は
仲
立
人
が
作
成
、
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
乙
と
及
び
証
拠
方
法
に
す
ぎ
た
い
点
で
確
認
舎
と
呉
る
。
然
し
フ
リ
1
ヂ
γ
グ
1
ル
(
註
加
)
に
従
へ
ば
商
業
仲
立
人
で
は
な
く
し
て
両
当
事
者
が
作
成
、
交
付
す
る
場
合
も
あ
る
そ
う
で
あ
る
口
例
へ
ば
、
両
当
事
者
が
口
頭
契
約
の
締
結
と
同
時
に
、
確
認
書
と
自
分
達
が
考
へ
る
書
面
を
交
換
す
る
乙
と
が
あ
る
口
乙
の
香
西
は
確
認
書
で
は
な
く
、
明
。
己
5
2
5
E
C
L
2
∞
己
5
g
c
]同
氏
ロ
で
あ
る
。
確
認
書
に
於
て
は
、
先
行
の
契
約
の
締
結
と
確
認
書
作
成
と
の
間
に
時
間
的
及
び
空
間
的
間
隔
が
た
け
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
か
ら
、
契
約
と
同
時
に
作
成
さ
れ
る
書
面
は
確
認
書
で
は
た
い
の
で
あ
る
。
(
註
m
U
)
(
註
お
)
本
項
の
参
考
文
献
と
し
て
は
、
僅
か
に
当
・
問
。
。
E
oコ
Q
H
門目白井
0
1
0
5
A】
切
O
M
互
-
M
O
Z
E
(
吉
出
)
書
に
つ
い
て
論
ず
る
人
々
も
、
他
の
契
約
文
書
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
多
く
を
語
っ
て
ゐ
な
い
。
(註
M
A
)
問。
o
E
R
P
P・
O
-
m
-
a
c包
吋
参
照
司岡山向島
g
p
p
f
p
-
M
W
・
c・∞・
3
は問。日目出回目。ロ
Y010
を
O
H
骨
子
喜
一
ゅ
の
意
味
に
使
っ
て
ゐ
る
ロ
然
し
私
は
円
。
。
ロ
2
に
従
っ
て
国
go--お
宮
山
口
と
を
併
せ
て
問
。
g
H玄
SF010
と
観
念
し
て
お
く
口
(
註
お
)
陸
認
皇
国
に
於
て
も
、
反
証
を
挙
げ
て
者
す
こ
と
を
う
る
が
、
そ
れ
も
、
特
別
の
場
合
に
限
る
D
だ
か
ら
、
本
文
で
確
定
不
動
だ
と
一
去
っ
て
い
る
し
か
参
照
す
る
を
得
な
か
っ
た
。
確
認
C
H《凶
2
w
。1
0
と
が
絶
対
的
の
も
の
で
は
な
い
ロ
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
D
(
註
話
)
問
。
o
V
H
o
n
u
-
m
・
o・
ω・
吋
ロ
ロ
仏
∞
・
・
司
円
高
仏
S
F己
P
・
ω
・
0
・∞
-
M
O
(
註
幻
)
問
。
m
E
m
H
h
p
・
p
・
c・
m・吋
g&
∞
・
及
び
独
逸
商
法
第
九
四
条
参
照
(
註
却
)
司
』
包
g
p
b
r
p
H
H・
C
-
ω
・同∞・
(註
m
U
)
Z
-包
8
5
p
-
は
同
説
の
も
の
と
し
て
、
る
。
然
し
2r同
は
反
対
説
D
参
照
明
E
S
S
E
内
庁
叫
〉
ロ
g
-
E
仏
日
間
Emor・仏
2
0
Fの・
2
5
-
m
p江
及
び
ヲ
弓
・
]
F
S
F
ロ
訟
を
あ
げ
独
逸
に
於
け
る
同
wastmgm訟の】
H
E
r
mロ
の
問
題
一一
一
